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５ イングリッシュルームでは積極的に英語を使っている
 （１ 思わない－２ あまり思わない－３ どちらでもない－４ 少し思う－５ とても思う）

小学部 中・高等部

６ イングリッシュルームに参加してきて自分は変わった
 （１ 思わない－２ あまり思わない－３ どちらでもない－４ 少し思う－５ とても思う）

小学部 中・高等部

アンケート質問項目【自由記述】
１ イングリッシュルーム内で行ったことの中で楽しかったこと、難しかったこと
 ≪小学部≫

・歌やゲーム、ダンス、クイズをしたこと。（多数）
・ALT が明るく、楽しい。（多数）
・動画の絵本で知らない英語の動物の名前が出てきて難しかったけど、覚えられて楽しかった。
・オンラインでやり取りしづらかったり先生が言っていることが分からないところがたまにあった

りした。
 ≪中・高等部≫

・他学年の生徒 /ALT と交流すること。（多数）
・日本と英語圏との言語感覚の違いを学べたことが楽しかった。
・言いたいことを正しい英語に直すことが難しかった。
・オンライン回線が止まってしまうことがあり難しかった。

２ イングリッシュルームは楽しいで、「４そう思う５とてもそう思う」を選んだ理由
 ≪小学部≫

・ALT の先生が明るく、楽しいから。（多数）
・英語が好きだから。（多数）
・歌で盛り上がるから。（複数）
・英語が上達するから。

 ≪中・高等部≫
・知らない単語を学ぶことができるから。
・授業とは違う感覚でより楽しく学ぶことができるから。
・新しい単語や単語が持つ由来を知ることができるから。（複数）
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３ イングリッシュルームでは役立つことが学べるで、「４そう思う５とてもそう思う」を選んだ理由
 ≪小学部≫

・イングリッシュルームで覚えた英語で、ALT の先生と話ができるようになった。
・英語の聞き取りができるようになってきたから。

 ≪中・高等部≫
・実際に授業で学ばない単語や日常生活で使える英語を学べるから。（複数）
・国際交流にも活用できると感じるから。

４ ３と同項目で「１全くそう思わない２あまりそう思わない３どちらとも言えない」を選んだ理由
 ≪小学部≫

・外国人と話す機会がないから。
 ≪中・高等部≫

・英語をツールとして他学年や教員との交流に主軸を置いていると考えているためイングリッシュ
ルームで学ぶことはあまり考えていない。

５ イングリッシュルームで学んだ事を、他の場面でも使うようにしているで「４・５」を選んだ理由
 ≪小学部≫

・家族や担任の先生と話すときに使う。
・ALT とすれ違う時に使う。

 ≪中・高等部≫
・英語の授業や国際交流の時に使う。（複数）

６ イングリッシュルームで学んだ事を、他の場面でも使うようにしているで「１～３」を選んだ理由
 ≪小学部≫

・英語を使う場面がない。

７ イングリッシュルームに参加してきて自分は変わったで、「４・５」を選んだ理由
 ≪小学部≫

・英語を話すことが好きになった。（多数）
・英語を身近に感じるようになった。
・英語を言うと、体が元気になる。

 ≪中・高等部≫
・英語がより好きになった。（多数）
・積極性に繋がった。
・英語の発音が上手になった。

８ イングリッシュルームに参加しなかった理由
 ≪小学部≫

・曜日が合わなかった。（多数）
・情報処理が苦手なので、人数が多い場所が苦手だから。

 ≪中・高等部≫
・時間、曜日が合わない。（多数）
・帰りの公共交通機関との時間の調整が難しい。
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９ その他感想や今後行ってほしいことについて
 ≪小学部≫

・たくさん外国の色々なゲームで英語を覚えていきたい。
・正式に習い事の一環として英語教育を受けさせてあげたい。（保護者）
・季節ごとの行事も楽しいからやってほしい。（ハロウィン・クリスマスなど）

 ≪中・高等部≫
・クイズやレクリエーション的な企画を行ってほしい。
・もう少し参加の機会があると良い。（複数）
・小～高にかけてイングリッシュルームは英語に触れて親しみを感じる貴重な時間だったので、後

輩にも同じような経験をしてほしい。（高３）

 以上のことから、どの学部においても、児童生徒はイングリッシュルームを積極的に活用している
と言うことができる。また、比較的イングリッシュルーム内では学んだ知識を活かし、実際に ALT
が発する英語の音に耳を傾け、身近な話題を楽しんでいるようである。更に、英語力だけではなく、
年齢が上がるにつれて授業や国際交流などでコミュニケーションを図る態度や表現してみようという
意欲にも繋がっている。この点において、イングリッシュルームは、本校の国際教育活動を支える大
きな役割の一端を担っていると考えられる。しかしながら、今年度は状況的に活動回数を減少せざる
を得なかった。オンラインを活用した試みも行ったが、ネットワーク回線や運用の仕方も含めて、ま
だ工夫の余地がある。故に、どのような状況においても、児童生徒自らが、イングリッシュルームの
機会を利用し、英語の得手不得手にかかわらず英語に興味関心を持ち、「使ってみたい・もっと知り
たい」と感じることができるような場を整えていきたいと考える。児童生徒が持っている英語学習へ
の興味関心を軸に、その他の国際教育活動にも繋げていきたい。
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6. お わ り に
本学附属学校での国際教育を振り返って

附属学校国際教育推進委員会委員長 濱 本 悟 志

 今年度は COVID-19 感染拡大の影響で異例の一年となった。通常の授業から学校行事をはじめと
する特別活動まで大きく制限され、その中での国際教育の扱いに戸惑うばかりであった。COVID-19
感染拡大は国際的に共有する難題で、それに対する取組そのものが共通理解と情報共有につながると
の思いから、「報告書（第 12 集）」の刊行に踏み切った。各校の取組はすべて、困惑、葛藤、模索の
中から生み出されたものであり、その中から打開への創意工夫を感じていただけたら幸いである。
 筑波大学学校群では、第 2 期中期目標・中期計画（2010 ～ 2015 年度）の策定に先立ち、「先導的
教育」「国際教育」「教師教育」の３つの拠点構想を立ち上げ、第 3 期中期目標・中期計画（2016 年
度～）では、この 3 拠点構想を基盤に筑波型のグローバル人材育成システムとインクルーシブ教育シ
ステムの構築を目指してきた。どちらも“境界を越えて”を合言葉に、環境や文化の異なる者同士の
交流を通して、互いの個性を尊重し能力を高め合うダイバーシティ社会の実現を念頭に置いている。
 グローバル人材育成の観点では、2014 ～ 2018 年度に附属高等学校と附属坂戸高等学校が SGH 校
の指定を受け、附属駒場高等学校の SSH 研究開発と併せて、国際教育を推進する様々なプログラム
を開発してき。さらに、2019 年度より文部科学省の WWL（ワールド・ワイド・ラーニング）コン
ソーシアム構築支援事業として、新たな国際教育に取り組むことになった。いままでのような学校単
位での個別な取組ではなく、地方自治体の教育委員会あるいは国際展開力のある大学が組織の核とな
り、複数の国内外の高等学校、管理機関である大学の関係部署、国際教育機関、賛同する企業等がネ
ットワークを形成し、グローバル人材育成を推進する新たな事業である。本学は、附属坂戸高等学校
を拠点校として、以下の５つの柱の基にこの事業を推進している。
①��附属坂戸高等学校（事業拠点校）での国内外フィールドワークを取入れた体系的な探究型カリキュ

ラムを開発する。
②��国内外の大学との連携を図り、留学生派遣と受入れの推進、先取り履修等の接続を視野に入れた高

度な学習を可能にする学習環境を整備する。
③��事業連携校とグローバル人材育成システムに関する情報交換と比較研究、教員研修も兼ねた合同海

外フィールドワーク等により成果を検証する。
④��筑波大学の特色である「オリンピック・パラリンピック教育」と「インクルーシブ教育」を通した

マインドセットを涵養し、国内外の活動や国際大会への参加を推進する。
⑤高校生 SDGs 国際会議を開催して成果を発表して共有し、社会に発信する。
 現在の日本を取り巻く環境には厳しいものがある。少子高齢化による労働力と経済力の低下や、環
境及びエネルギー問題をはじめとする地球規模課題等に立ち向かう、次世代を担うグローバル人材の
育成が求められている。これらの社会的なニーズに応えながら、国立大学法人の附属は次世代の人材
を育成する新たな教育課程や実践プログラムを開発するミッションを背負っている。環境や文化の異
なる海外の人々と協働して国際的社会問題に取り組み、問題提起から解決に至る過程でリーダーシッ
プ及びフォロアーシップを発揮できる人材の育成が必要である。個々の附属学校が全国のセンター的
な存在として先導的な教育活動を開発するとともに、校内でのイングリッシュ・ルームや海外合同フ
ィールドワークに代表される附属学校群としての共同開発を推進し、国内外への発信と共有を目指し
ていきたいと考えている。
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（資料）附属学校の国際交流協定締結状況�
（2019 年 4 月～ 2020 年 3 月）

項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属小学校 光州松源初等学校 2016.10.11 2016.10.11 ～
2019.10.10

教員同士の授業技術
の交流

附属中学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

中等教育全般 中学校のレベルで、生徒
の相互交流の意義とその
可能性を考慮したため

北京師範大学と筑波大学との交流を目的と
して結ばれた協定のなかで、北京師範大学
第二附属高校と筑波大学附属中・高等学校
及び附属駒場中・高等学校も付随して結ば
れたもの。

現在、本校は実交流をしていないので、現状
ではなし。

現在は特になし 現在は特になし 現在、中学校（中等教育）レ
ベルでの実交流はされていな
いが、今後将来に向け本協定
が両者間（中等教育）にとっ
て有益となる事例を検討して
いきたい。

附属高等学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

教育に関する分野 相互の学校交流と生徒間
交流

筑波大学が北京師範大学と交流協定を結ん
だ際、附属高等学校も交流組織の一つとし
て参加した。

相互の文化交流と人的ネットワーク作り及び
情報交換

意見交換・情報交換 相互の一日体験入学及び文化
交流

2009 年 10 年に相互交流
を実施

附属駒場中・
高等学校

中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

北京師範大学附属実
験中学との中等教育
分野での交流

生徒の国際交流の促進 筑波大学と中華人民共和国北京師範大学と
の交流協定締結に協力した。

この協定をきっかけに、2007 年、2008
年に SSH（スーパーサイエンスハイスクー
ル）事業で訪問することができた。

SSH 事業として北京を訪問 SSH 事業として北京を訪問

中華民国（台湾）
国立台中第一高級中学

2015.12.11 2015.12.11 ～
2025.12.10

研究発表（主に理系
分野）、文化交流な
ど

両校は、学術交流と学校
間の提携を促進し、生徒
達の国際的な視野の拡大
を促進することを目的と
する。

本年 4 月、相手校から姉妹校協定締結の
申し出あり、5 月 1 日に本校校長他が訪
問した際に詳細な打合せを行った。5 月
27 日、相手校校長が来校し、詳細事項を
詰めた。

国立台中第一高級中学は理数系に優れ、大学
からの指導・サポートを受けていることな
ど、本学が取り組む高大連携にとって非常に
参考になる。

附属坂戸高等
学校

インドネシア共和国
ボゴール農科大学附属
コルニタ高等学校

2010.12.1 2015.12.1 ～
2020.11.30

（継続審議中）

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

交 流 は 筑 波 大 学 農 林 技 術 セ ン タ ー が
2008 年に採択を受けた文部科学省「国
際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成
事業に端を発する。その後トヨタ財団「ア
ジア隣人プログラム」の助成を受けた活動
や「アジア高校生聞き書きプログラム」な
どで協働。

・本校の生徒に交換留学生としてインドネシ
アに渡航できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う
場を提供できる。
・インドネシアから筑波大学へ進学を希望す
る生徒を発掘できる。④高校生、学類生、大
学院生の国際協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

・交換留学（現地校で他の生
徒とともに授業等に参加、期
間は 1 ヶ月程度～ 1 年の間
で状況に応じて実施）
・プロジェクト活動（SGH
事業における日本およびイン
ドネシアでの合同フィールド
ワーク、環境問題等について
のネット会議、など）

インドネシア共和国
林業省附属林業教育セ
ンター

2013.3.19 2013.3.19 ～
2018.3.18

（継続審議中）

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

以前からの「アジア隣人プログラム」や
「アジア高校生聞き書きプログラム」等で
のインドネシアでの活動の際に協力を得た
ことから交流が始まった。林業教育センタ
ー・インドネシア林業省・在日インドネシ
ア大使館の強い要望を受け協定締結に至っ
た。

異文化理解の促進および協働学習活動を通じ
ての国際教育の実現。センターに附属する
5 つの学校がインドネシア各地にあり、本
校としても活動フィールドを飛躍的に広げら
れる。付加的要素として将来的にインドネシ
アから筑波大学へ進学を希望する生徒を発掘
できるかもしれない。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

現在、協定延長に関する協議
を継続中

インドネシア共和国
国立パダン第 6 高等
学校

2015.9.1 2015.9.1 ～
2020.8.31

（締結期間終了）

国 際 協 働 学 習、
ESD、ユネスコス
クール間の国際ネッ
トワーク構築

生徒及び教師の異文化理
解及び国際的研究活動の
ため

2012 年 5 月のインドネシアユネスコ国
内委員会との交流を契機として、毎年本校
と同委員会との交流を深めていった。
2014 年ユネスコスクール関係者他が来
校し、パダン校から強い関心を示され、
2015 年本校教諭が訪問し準備を本格的
に進めることで合意した。

・附属坂戸高等学校のスーパーグローバルハ
イスクール事業に関する支援
・スーパーグローバル大学事業、大学の世界
展開力事業に対する支援
・ESD およびその後継事業である GAP 活
動に関する国際協力
・生物多様性保全に関する学術交流の促進支
援

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

インドネシアユネスコ国内委
員会との連携

フィリピン大学附属ル
ーラル高等学校

2015.9.1 2016.11.1 ～
2021.10.31

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において
附属高校フォーラムが開催された際に、国
際教育担当教員間で連携に向けた協議を開
始。その後、卒業研究に関する相互受入・
支援、高校生国際 ESD シンポジウムにお
ける協働活動を重ね、2016 年に交流協
定に関する合意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生とフィリピンに渡
航できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う
場を提供できる。
・フィリピンから筑波大学へ進学を希望する
生徒を発掘できる。④高校生、学類生、大学
院生の国際協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

タイ
カセサート大学附属高
等学校

2017.11.9 2017.11.1 ～
2022.10.31

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において
附属高校フォーラムが開催された際に、国
際教育担当教員間で連携に向けた協議を開
始。その後、卒業研究に関する相互受入・
支援、高校生国際 ESD シンポジウムにお
ける協働活動を重ね、2017 年に交流協
定に関する合意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生としてタイに渡航
できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う
場を提供できる。
・タイから筑波大学へ進学を希望する生徒を
発掘できる。④高校生、学類生、大学院生の
国際協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

附属視覚
特別支援学校

タイ視覚障害者支援ク
リスチャン財団及び財
団管理下の盲学校、視
覚障害関連教育・福祉
施設（タイ）

2020.1.13 2020.1.1 ～
2024.12.31

短期留学を含めた生
徒間の学習活動の交
流
視覚障害教育及び関
連分野に関する情報
交換

両組織の生徒の交流活動
を通して、生徒の国際感
覚及び学力の向上を推進
する
両国の文化について深く
学び合うとともに、視覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国ならびに両組
織の発展に寄与する

2015 年から 2017 年にかけて、教育
長裁量経費によりタイプログラムを実施。
高等部生徒が毎年タイに渡航し、タイの視
覚障害生徒との交流が行われた。
2018 年度からは、文部科学省トビタ
テ！留学 JAPAN の制度を活用し、高等
部生徒の短期留学が始まる。今後短期留学
を定期的に実施する計画があることから、
2019 年に協定について打診し、2020
年 1 月に締結に至った。

生徒の国際的素養や国際感覚を身につけ、将
来世界で活躍する視覚障害者を育成すること
ができる。
国際教育拠点の視覚特別支援学校として、日
本の視覚障害教育をタイに発信及び展開させ
ていく。またタイのインクルーシブ教育にも
貢献できる。

学校訪問、視覚障害教育に関
する情報交換等

短期留学プログラムの実施
skype を含む web 会議シス
テムを活用した授業交流

附属聴覚
特別支援学校

フランス共和国
国立パリ聾学校

2003.9.22 2020.12.1 ～
2025.12.31

（締結更新）

初等中等教育（特別
支援教育）における
生徒間交流

フランスと日本両国の友
好と親善を促進するとと
もに、両国の聴覚障害教
育の発展に寄与する

1999 年頃、本校高等部専攻科生徒とパ
リ聾学校高等部職業科生徒の間で文通を開
始した。
2002 年、パリ聾学校長から姉妹提携の
申し出があり、2003 年 9 月、パリ聾学
校にて、交流協定書を交わした。

日本の聴覚特別支援学校（聾学校）を代表す
る本校が、世界最初の聾学校である国立パリ
聾学校と交流関係を持つことは、グローバル
化を目指す筑波大学に寄与できる。

教科指導や聴覚障害教育にお
けるグローバル人材育成につ
いての情報交換および意見交
換。

交流会や授業交流（英語・体
育等）の実施
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（資料）附属学校の国際交流協定締結状況�
（2019 年 4 月～ 2020 年 3 月）

項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属小学校 光州松源初等学校 2016.10.11 2016.10.11 ～
2019.10.10

教員同士の授業技術
の交流

附属中学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

中等教育全般 中学校のレベルで、生徒
の相互交流の意義とその
可能性を考慮したため

北京師範大学と筑波大学との交流を目的と
して結ばれた協定のなかで、北京師範大学
第二附属高校と筑波大学附属中・高等学校
及び附属駒場中・高等学校も付随して結ば
れたもの。

現在、本校は実交流をしていないので、現状
ではなし。

現在は特になし 現在は特になし 現在、中学校（中等教育）レ
ベルでの実交流はされていな
いが、今後将来に向け本協定
が両者間（中等教育）にとっ
て有益となる事例を検討して
いきたい。

附属高等学校 中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

教育に関する分野 相互の学校交流と生徒間
交流

筑波大学が北京師範大学と交流協定を結ん
だ際、附属高等学校も交流組織の一つとし
て参加した。

相互の文化交流と人的ネットワーク作り及び
情報交換

意見交換・情報交換 相互の一日体験入学及び文化
交流

2009 年 10 年に相互交流
を実施

附属駒場中・
高等学校

中華人民共和国
北京師範大学第二附属
高校

2006.12.1 2011.4.28 ～
2016.4.27

北京師範大学附属実
験中学との中等教育
分野での交流

生徒の国際交流の促進 筑波大学と中華人民共和国北京師範大学と
の交流協定締結に協力した。

この協定をきっかけに、2007 年、2008
年に SSH（スーパーサイエンスハイスクー
ル）事業で訪問することができた。

SSH 事業として北京を訪問 SSH 事業として北京を訪問

中華民国（台湾）
国立台中第一高級中学

2015.12.11 2015.12.11 ～
2025.12.10

研究発表（主に理系
分野）、文化交流な
ど

両校は、学術交流と学校
間の提携を促進し、生徒
達の国際的な視野の拡大
を促進することを目的と
する。

本年 4 月、相手校から姉妹校協定締結の
申し出あり、5 月 1 日に本校校長他が訪
問した際に詳細な打合せを行った。5 月
27 日、相手校校長が来校し、詳細事項を
詰めた。

国立台中第一高級中学は理数系に優れ、大学
からの指導・サポートを受けていることな
ど、本学が取り組む高大連携にとって非常に
参考になる。

附属坂戸高等
学校

インドネシア共和国
ボゴール農科大学附属
コルニタ高等学校

2010.12.1 2015.12.1 ～
2020.11.30

（継続審議中）

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

交 流 は 筑 波 大 学 農 林 技 術 セ ン タ ー が
2008 年に採択を受けた文部科学省「国
際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成
事業に端を発する。その後トヨタ財団「ア
ジア隣人プログラム」の助成を受けた活動
や「アジア高校生聞き書きプログラム」な
どで協働。

・本校の生徒に交換留学生としてインドネシ
アに渡航できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う
場を提供できる。
・インドネシアから筑波大学へ進学を希望す
る生徒を発掘できる。④高校生、学類生、大
学院生の国際協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

・交換留学（現地校で他の生
徒とともに授業等に参加、期
間は 1 ヶ月程度～ 1 年の間
で状況に応じて実施）
・プロジェクト活動（SGH
事業における日本およびイン
ドネシアでの合同フィールド
ワーク、環境問題等について
のネット会議、など）

インドネシア共和国
林業省附属林業教育セ
ンター

2013.3.19 2013.3.19 ～
2018.3.18

（継続審議中）

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

以前からの「アジア隣人プログラム」や
「アジア高校生聞き書きプログラム」等で
のインドネシアでの活動の際に協力を得た
ことから交流が始まった。林業教育センタ
ー・インドネシア林業省・在日インドネシ
ア大使館の強い要望を受け協定締結に至っ
た。

異文化理解の促進および協働学習活動を通じ
ての国際教育の実現。センターに附属する
5 つの学校がインドネシア各地にあり、本
校としても活動フィールドを飛躍的に広げら
れる。付加的要素として将来的にインドネシ
アから筑波大学へ進学を希望する生徒を発掘
できるかもしれない。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

現在、協定延長に関する協議
を継続中

インドネシア共和国
国立パダン第 6 高等
学校

2015.9.1 2015.9.1 ～
2020.8.31

（締結期間終了）

国 際 協 働 学 習、
ESD、ユネスコス
クール間の国際ネッ
トワーク構築

生徒及び教師の異文化理
解及び国際的研究活動の
ため

2012 年 5 月のインドネシアユネスコ国
内委員会との交流を契機として、毎年本校
と同委員会との交流を深めていった。
2014 年ユネスコスクール関係者他が来
校し、パダン校から強い関心を示され、
2015 年本校教諭が訪問し準備を本格的
に進めることで合意した。

・附属坂戸高等学校のスーパーグローバルハ
イスクール事業に関する支援
・スーパーグローバル大学事業、大学の世界
展開力事業に対する支援
・ESD およびその後継事業である GAP 活
動に関する国際協力
・生物多様性保全に関する学術交流の促進支
援

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

インドネシアユネスコ国内委
員会との連携

フィリピン大学附属ル
ーラル高等学校

2015.9.1 2016.11.1 ～
2021.10.31

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において
附属高校フォーラムが開催された際に、国
際教育担当教員間で連携に向けた協議を開
始。その後、卒業研究に関する相互受入・
支援、高校生国際 ESD シンポジウムにお
ける協働活動を重ね、2016 年に交流協
定に関する合意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生とフィリピンに渡
航できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う
場を提供できる。
・フィリピンから筑波大学へ進学を希望する
生徒を発掘できる。④高校生、学類生、大学
院生の国際協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

タイ
カセサート大学附属高
等学校

2017.11.9 2017.11.1 ～
2022.10.31

国際教育・ESD（教
員間の教育研究、生
徒の協力的教育活
動）

生徒・教員の相互交流お
よび生徒同士の協働的教
育活動の実施

2010 年に農林技術センターが開催した
「国際農学 ESD シンポジウム」において
附属高校フォーラムが開催された際に、国
際教育担当教員間で連携に向けた協議を開
始。その後、卒業研究に関する相互受入・
支援、高校生国際 ESD シンポジウムにお
ける協働活動を重ね、2017 年に交流協
定に関する合意にいたり締結した。

・本校の生徒に交換留学生としてタイに渡航
できる機会を与えられる。
・本校の教員に国際的な教育研究活動を行う
場を提供できる。
・タイから筑波大学へ進学を希望する生徒を
発掘できる。④高校生、学類生、大学院生の
国際協働学習の機会を与えられる。

相互訪問および協働的教育活
動の企画・指導

協働的研究活動の実施、その
他一般的交流活動（交換留学
含む）

附属視覚
特別支援学校

タイ視覚障害者支援ク
リスチャン財団及び財
団管理下の盲学校、視
覚障害関連教育・福祉
施設（タイ）

2020.1.13 2020.1.1 ～
2024.12.31

短期留学を含めた生
徒間の学習活動の交
流
視覚障害教育及び関
連分野に関する情報
交換

両組織の生徒の交流活動
を通して、生徒の国際感
覚及び学力の向上を推進
する
両国の文化について深く
学び合うとともに、視覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国ならびに両組
織の発展に寄与する

2015 年から 2017 年にかけて、教育
長裁量経費によりタイプログラムを実施。
高等部生徒が毎年タイに渡航し、タイの視
覚障害生徒との交流が行われた。
2018 年度からは、文部科学省トビタ
テ！留学 JAPAN の制度を活用し、高等
部生徒の短期留学が始まる。今後短期留学
を定期的に実施する計画があることから、
2019 年に協定について打診し、2020
年 1 月に締結に至った。

生徒の国際的素養や国際感覚を身につけ、将
来世界で活躍する視覚障害者を育成すること
ができる。
国際教育拠点の視覚特別支援学校として、日
本の視覚障害教育をタイに発信及び展開させ
ていく。またタイのインクルーシブ教育にも
貢献できる。

学校訪問、視覚障害教育に関
する情報交換等

短期留学プログラムの実施
skype を含む web 会議シス
テムを活用した授業交流

附属聴覚
特別支援学校

フランス共和国
国立パリ聾学校

2003.9.22 2020.12.1 ～
2025.12.31

（締結更新）

初等中等教育（特別
支援教育）における
生徒間交流

フランスと日本両国の友
好と親善を促進するとと
もに、両国の聴覚障害教
育の発展に寄与する

1999 年頃、本校高等部専攻科生徒とパ
リ聾学校高等部職業科生徒の間で文通を開
始した。
2002 年、パリ聾学校長から姉妹提携の
申し出があり、2003 年 9 月、パリ聾学
校にて、交流協定書を交わした。

日本の聴覚特別支援学校（聾学校）を代表す
る本校が、世界最初の聾学校である国立パリ
聾学校と交流関係を持つことは、グローバル
化を目指す筑波大学に寄与できる。

教科指導や聴覚障害教育にお
けるグローバル人材育成につ
いての情報交換および意見交
換。

交流会や授業交流（英語・体
育等）の実施



  62  

項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属聴覚
特別支援学校

大韓民国
国立ソウル聾学校

2015.6.1 2018.6.1 ～
2023.5.31

生徒間の学習活動の
交流、聴覚障害教育
および関連分野に関
する情報交換

両校は、特別支援教育と
りわけ聴覚障害教育に関
わる教員交流・生徒交
流・情報交換を通して、
両国の文化について深く
学び合うと共ともに聴覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国並びに両校の
発展に寄与する。

2008 年、筑波大学教員と本校校長他が
美術教育における ICT 教材の共同研究を
すすめるために訪問、その後、本校中学部
生徒との E-mail での交流活動を行うなど
交流協定の基盤を築き締結に至った。

スーパーグローバル大学である本学の附属学
校として、聴覚障害教育の専門性の向上に貢
献でき、韓国の特別支援教育に関する最新情
報（障害者の権利に関する条約批准の状況、
教育課程、教科書等）を得ることができる。

学校訪問、情報交換 ネットワーク回線を利用した
遠隔地間授業交流

研究会等での発表

附属大塚
特別支援学校

大韓民国
大邱大学校大邱保明学
校

2009.12.29 2009.12.29 ～
2014.12.28
＜締結期間終了＞

知的障害教育の実
践・研究（指導法・
教育課程・教材教具
等）

教員の交流、生徒の交
流、共同研究・研究交流
の推進、研究成果・研究
資料の交換等

筑波大学の障害科学系と大邱大学障害児教
育が既に交流協定を締結しており、本学と
同様の特別支援学校を有することから、学
校間交流にまで協定を広げ、現場での教育
実践・研究の国際教育協力を推進する必要
があった。

両国が同じような教育条件・教育環境にある
ことから、特別支援教育に関してアジアから
の情報発信ができる。特別支援学校が 5 校

（視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・情緒障
害・知的障害）あることの共通性を生かし
て、他 4 校の交流に発展できる。

両校とも校費による海外出張
で相互に交流する。

メールや HP などを通じて
幼児児童生徒間の交流を進
め、将来は高等部修学旅行を
韓国として、大邱保明学校へ
の交流訪問を実現させたい。

大邱保明学校には、日本語に
比較的堪能な教諭がおり、大
邱大学教員（洪先生 本学障
害科学系 DC 修了）が通訳
しなくても交流が可能である
ことが分かった。

インドネシア共和国
チパガンティ特別支援
学校

2018.2. 2018.2. ～
2020.2
＜締結期間終了＞

知的障害特別支援学
校における授業研究
会をとおした情報交
換・交流

・授業研究会による交流
において教師の授業力の
向上を図る

2017 年 11 月に、本校の教諭 2 名がチ
パガンディ特別支援学校を訪問した。授業
研究会に参加し、インドネシア教育大学に
て日本の知的障害特別支援学校の教育につ
いて講演をした。講演には、インドネシア
国内から特別支援教育に携わる 500 人以
上の教員が集まり、日本の特別支援教育へ
の関心の高さが窺えた。授業研究交流を通
して互いに意見交換を行うことで、双校の
教師の授業力の向上を期待できると考え
た。

・授業研究交流を通して互いに意見交換を行
うことで、双校の教師の授業力の向上を期待
できる。
・交流を通して得られた知見の発表し、知的
障害教育の実践分野における国際教育拠点と
して貢献できる。

互いの学校の授業研究会に教
諭をそれぞれ派遣し、情報交
換、意見交換を行う。
授業研究における Web 会議
を通して、教員間の相互の専
門性の向上を図る。事前に授
業研究の動画と指導計画（翻
訳済み）を確認してから研究
会議に臨む。

Web 環境を整え、今後生徒
間の交流をインターネット回
線やビデオレター等を使って
交流を実施させたい。

交流時期と両国を結ぶ通訳者
の安定的な供給が必要であ
る。その為の予算確保。

附属桐が丘
特別支援学校

大韓民国
セロム学校

（旧三育再活学校）

2010.2.3 2015.2.13 ～
2018.2.12

・児童生徒間の学習
活動の交流
・肢体不自由教育及
び関連分野に関する
情報交換

・日韓両国の肢体不自由
教育の充実と発展に寄与
するため。
・国際教育の視点の一つ
である日韓の相互理解と
親善を図るため。
・附属学校の中期目標に
挙げている“国際教育拠
点事業＂の一層の充実を
図るため。

2007 年・2008 年、両校の研究部長が
双方で開催された研究会に出席し、それぞ
れ取組を発表。2008 年度末、本校の代
表生徒 1 名を含む訪問団を同校に派遣。
2009 年、校長ほか 2 名が同校を訪問
し、国際交流協定締結に向けた事前調整を
実施。同時にスカイプを使った交流授業を
開始。2010 年 2 月、再び同校の校長、
研究部長等を本校の研究協議会に招聘し、
開催前日に国際交流協定を締結。

・お互いの学校の研究テーマに沿って意見交
換、情報交換ができる。また、研究発表の場
を相互に設けることができる。
・児童生徒の異文化理解を広げ、海外の児童
生徒とコミュニケーションする機会を確保す
ることができる。（外国語学習への意欲を高
める。）
・筑波大学と桐が丘特別支援学校の存在を韓
国でより広く知ってもらえる。

研究テーマ、課題、方法等に
ついて意見交換、情報交換、
研究会参加、研究成果共同出
版。

学校訪問、ビデオレター等の
交換、図工・美術等の作品交
換、行事等の紹介、スカイプ
を使った交流授業。

2010 年、高等部 3 年が韓
国に修学旅行で渡航し、三育
再活学校（現セロム学校）を
表敬訪問。当初、高等部生徒
による交流活動だけであった
が、2012 年より小学部児
童・中学部生徒も交流活動に
加わるようになった。

台湾
国立南投特殊教育学校

2016.11.24 2016.11.24 ～
2021.11.23

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 5 月、台湾国立南投特殊教育学
校の校務顧問が来校し、国際交流協定締結
の可否について打診。これを受け、同年
11 月に本校校長ほか 3 名が同校を視察
し、国際交流協定の締結の可否について検
討。2015 年 10 月、同校校長を含む訪
問団が来校し、その際に 2016 年の国際
交流協定締結を約束するに至った。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新た
に台湾交流を始めることにより、児童生徒の
異文化理解の場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方法等に
ついて意見交換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作
品交換、行事等の紹介、スカ
イプを使った交流授業。

現時点では、高等部生徒によ
る交流活動のみ。

台湾
国立和美実験学校

2016.11.25 2016.11.25 ～
2021.11.24

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 11 月、本校校長ほか 3 名が、
台湾唯一の肢体不自由者を教育する特殊教
育学校である同校を視察。2015 年 11
月、本校副校長ほか 2 名と代表生徒 2 名
で同校を訪問し、国際交流協定締結の可否
について打診。その際、2016 年の国際
交流協定締結について内諾を得た。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新た
に台湾交流を始めることにより、児童生徒の
異文化理解の場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方法等に
ついて意見交換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作
品交換、行事等の紹介。スカ
イプを使った交流授業。

現時点では、高等部生徒によ
る交流活動のみ。

附属久里浜
特別支援学校

中華人民共和国
浙江省寧波市
達敏学校

2011.8.29 2016.8.29 ～
2021.8.28

・教員間の教育実践
研究
・児童生徒間の教育
活動

・日中両国の自閉症児教
育の充実と発展に寄与す
るため。
・日中の相互理解と親善
を図る。

2009 年 5 月、中国寧波市達敏学校校長
が本校を訪問し教育実践を視察の結果、本
校への教員派遣・研修の実施の希望があ
り、3 回にわたって教員研修の受け入れを
実施。2011 年度、達敏学校が全中国の
特別支援学校の研究指定校となり、国際的
な研究会議や研究発表等の実施を予定して
いたため、それに向けて本校との姉妹校協
定締結について申し出があり、同年 8 月
29 日に協定書を交わした。2016 年 8
月に締結期間を 5 年延長。

特別支援学校関係での中国との交流は、まだ
十分とは言えず、この交流が実現すれば、今
後のこの分野における教育の充実の基礎とな
ることが期待される。

・自閉症児への指導方法、指
導内容等にかかわって、研修
交流及び研究にかかわる指導
助言。

予定なし 達敏学校の教育実践の様子を
視察するとともに、実践研究
について交流し、必要に応じ
て指導助言する予定。また
2012 年度の達敏学校を会
場として行われた研究会に参
加した。

2012 年度は訪中して達敏
学校の授業参観や研究会の具
体化を計画したが、日中関係
の悪化によって見合わせた。
ただし、日常的にカンファレ
ンスなどの実績ができるよ
う、通信環境や機材の整備を
行った。訪日した校長や副校
長と今後の交流の在り方に関
す る 意 見 交 換 を 行 っ た。
2017、2018 年度と 2 回
に分け、達敏学校の全教員の
研修を受け入れた。

中華人民共和国
江蘇省蘇州工業園区
仁愛学校

2014.9.28 2014.9.28 ～
2019.9.27

・教員間の教育実践
研究

・日中間の文化交流を深
め、両国の特別支援教育
領域の促進を図るため。

2014 年 1 月、副校長と小学部主事およ
び幼稚部教諭の 3 名で中国江蘇省蘇州工
業園区仁愛学校の求めに応じ視察を行っ
た。その後、立命館大学に留学予定のある
教員が本校の実践研究協議会に参加した。
同校の校長や教員から、本校への教員派
遣・研修の実施の要望があり、2014 年
9 月の 2 度目の視察の際に日中自閉児教
育研究会を同校にて実施するともに、本校
との姉妹校協定締結を行った。

中国は近年自閉児教育の充実に力点を置いて
いて、日本の教育的支援を強く希望してい
る。両国の自閉症を中心とした特別支援教育
の発展に向けて本校が貢献できるよい機会と
なる。

・自閉症児への指導方法、指
導内容等にかかわって、研修
交流及び研究にかかわる指導
助言。2015 年以降は、本
校の公開授業の動画データな
どを用いて、skype による
ケースカンファレンスや授業
研究会などを定期的に行って
いる。

本校のきらきらコンサート、
運動会などの催しを skype
にて配信し、児童間の交流も
行う予定である。

定期的に同校から教員の派遣
を受け入れ、本校において研
修を行う予定である。
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項目
学校名

締結相手
（国名、機関名） 協定締結日 現締結期間 交流の分野 締結の目的 締結の経緯 締結のメリット

協定締結後の構想
その他参考になること

教員の交流方法 児童・生徒等の交流 その他

附属聴覚
特別支援学校

大韓民国
国立ソウル聾学校

2015.6.1 2018.6.1 ～
2023.5.31

生徒間の学習活動の
交流、聴覚障害教育
および関連分野に関
する情報交換

両校は、特別支援教育と
りわけ聴覚障害教育に関
わる教員交流・生徒交
流・情報交換を通して、
両国の文化について深く
学び合うと共ともに聴覚
障害教育関連の活動を推
進し、両国並びに両校の
発展に寄与する。

2008 年、筑波大学教員と本校校長他が
美術教育における ICT 教材の共同研究を
すすめるために訪問、その後、本校中学部
生徒との E-mail での交流活動を行うなど
交流協定の基盤を築き締結に至った。

スーパーグローバル大学である本学の附属学
校として、聴覚障害教育の専門性の向上に貢
献でき、韓国の特別支援教育に関する最新情
報（障害者の権利に関する条約批准の状況、
教育課程、教科書等）を得ることができる。

学校訪問、情報交換 ネットワーク回線を利用した
遠隔地間授業交流

研究会等での発表

附属大塚
特別支援学校

大韓民国
大邱大学校大邱保明学
校

2009.12.29 2009.12.29 ～
2014.12.28
＜締結期間終了＞

知的障害教育の実
践・研究（指導法・
教育課程・教材教具
等）

教員の交流、生徒の交
流、共同研究・研究交流
の推進、研究成果・研究
資料の交換等

筑波大学の障害科学系と大邱大学障害児教
育が既に交流協定を締結しており、本学と
同様の特別支援学校を有することから、学
校間交流にまで協定を広げ、現場での教育
実践・研究の国際教育協力を推進する必要
があった。

両国が同じような教育条件・教育環境にある
ことから、特別支援教育に関してアジアから
の情報発信ができる。特別支援学校が 5 校

（視覚障害・聴覚障害・肢体不自由・情緒障
害・知的障害）あることの共通性を生かし
て、他 4 校の交流に発展できる。

両校とも校費による海外出張
で相互に交流する。

メールや HP などを通じて
幼児児童生徒間の交流を進
め、将来は高等部修学旅行を
韓国として、大邱保明学校へ
の交流訪問を実現させたい。

大邱保明学校には、日本語に
比較的堪能な教諭がおり、大
邱大学教員（洪先生 本学障
害科学系 DC 修了）が通訳
しなくても交流が可能である
ことが分かった。

インドネシア共和国
チパガンティ特別支援
学校

2018.2. 2018.2. ～
2020.2
＜締結期間終了＞

知的障害特別支援学
校における授業研究
会をとおした情報交
換・交流

・授業研究会による交流
において教師の授業力の
向上を図る

2017 年 11 月に、本校の教諭 2 名がチ
パガンディ特別支援学校を訪問した。授業
研究会に参加し、インドネシア教育大学に
て日本の知的障害特別支援学校の教育につ
いて講演をした。講演には、インドネシア
国内から特別支援教育に携わる 500 人以
上の教員が集まり、日本の特別支援教育へ
の関心の高さが窺えた。授業研究交流を通
して互いに意見交換を行うことで、双校の
教師の授業力の向上を期待できると考え
た。

・授業研究交流を通して互いに意見交換を行
うことで、双校の教師の授業力の向上を期待
できる。
・交流を通して得られた知見の発表し、知的
障害教育の実践分野における国際教育拠点と
して貢献できる。

互いの学校の授業研究会に教
諭をそれぞれ派遣し、情報交
換、意見交換を行う。
授業研究における Web 会議
を通して、教員間の相互の専
門性の向上を図る。事前に授
業研究の動画と指導計画（翻
訳済み）を確認してから研究
会議に臨む。

Web 環境を整え、今後生徒
間の交流をインターネット回
線やビデオレター等を使って
交流を実施させたい。

交流時期と両国を結ぶ通訳者
の安定的な供給が必要であ
る。その為の予算確保。

附属桐が丘
特別支援学校

大韓民国
セロム学校

（旧三育再活学校）

2010.2.3 2015.2.13 ～
2018.2.12

・児童生徒間の学習
活動の交流
・肢体不自由教育及
び関連分野に関する
情報交換

・日韓両国の肢体不自由
教育の充実と発展に寄与
するため。
・国際教育の視点の一つ
である日韓の相互理解と
親善を図るため。
・附属学校の中期目標に
挙げている“国際教育拠
点事業＂の一層の充実を
図るため。

2007 年・2008 年、両校の研究部長が
双方で開催された研究会に出席し、それぞ
れ取組を発表。2008 年度末、本校の代
表生徒 1 名を含む訪問団を同校に派遣。
2009 年、校長ほか 2 名が同校を訪問
し、国際交流協定締結に向けた事前調整を
実施。同時にスカイプを使った交流授業を
開始。2010 年 2 月、再び同校の校長、
研究部長等を本校の研究協議会に招聘し、
開催前日に国際交流協定を締結。

・お互いの学校の研究テーマに沿って意見交
換、情報交換ができる。また、研究発表の場
を相互に設けることができる。
・児童生徒の異文化理解を広げ、海外の児童
生徒とコミュニケーションする機会を確保す
ることができる。（外国語学習への意欲を高
める。）
・筑波大学と桐が丘特別支援学校の存在を韓
国でより広く知ってもらえる。

研究テーマ、課題、方法等に
ついて意見交換、情報交換、
研究会参加、研究成果共同出
版。

学校訪問、ビデオレター等の
交換、図工・美術等の作品交
換、行事等の紹介、スカイプ
を使った交流授業。

2010 年、高等部 3 年が韓
国に修学旅行で渡航し、三育
再活学校（現セロム学校）を
表敬訪問。当初、高等部生徒
による交流活動だけであった
が、2012 年より小学部児
童・中学部生徒も交流活動に
加わるようになった。

台湾
国立南投特殊教育学校

2016.11.24 2016.11.24 ～
2021.11.23

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 5 月、台湾国立南投特殊教育学
校の校務顧問が来校し、国際交流協定締結
の可否について打診。これを受け、同年
11 月に本校校長ほか 3 名が同校を視察
し、国際交流協定の締結の可否について検
討。2015 年 10 月、同校校長を含む訪
問団が来校し、その際に 2016 年の国際
交流協定締結を約束するに至った。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新た
に台湾交流を始めることにより、児童生徒の
異文化理解の場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方法等に
ついて意見交換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作
品交換、行事等の紹介、スカ
イプを使った交流授業。

現時点では、高等部生徒によ
る交流活動のみ。

台湾
国立和美実験学校

2016.11.25 2016.11.25 ～
2021.11.24

・児童生徒間の学習
活動の交流
・特別支援教育及び
関連分野に関する情
報交換

・両校の交流活動（相互
訪問等）や教員間の情報
交換を実施しやすくする
ため。
・児童生徒の異文化体験
の機会を確保し、児童生
徒の気付きや学びを複眼
的・多角的に深めていく
ため。
・日台双方の肢体不自由
教育及び特別支援教育の
発展に寄与するため。

2014 年 11 月、本校校長ほか 3 名が、
台湾唯一の肢体不自由者を教育する特殊教
育学校である同校を視察。2015 年 11
月、本校副校長ほか 2 名と代表生徒 2 名
で同校を訪問し、国際交流協定締結の可否
について打診。その際、2016 年の国際
交流協定締結について内諾を得た。

・韓国セロム学校との国際交流に加え、新た
に台湾交流を始めることにより、児童生徒の
異文化理解の場を広げることができる。
・国際教育拠点事業の拡充につながる。

研究テーマ、課題、方法等に
ついて意見交換、情報交換。

学校訪問、図工・美術等の作
品交換、行事等の紹介。スカ
イプを使った交流授業。

現時点では、高等部生徒によ
る交流活動のみ。

附属久里浜
特別支援学校

中華人民共和国
浙江省寧波市
達敏学校

2011.8.29 2016.8.29 ～
2021.8.28

・教員間の教育実践
研究
・児童生徒間の教育
活動

・日中両国の自閉症児教
育の充実と発展に寄与す
るため。
・日中の相互理解と親善
を図る。

2009 年 5 月、中国寧波市達敏学校校長
が本校を訪問し教育実践を視察の結果、本
校への教員派遣・研修の実施の希望があ
り、3 回にわたって教員研修の受け入れを
実施。2011 年度、達敏学校が全中国の
特別支援学校の研究指定校となり、国際的
な研究会議や研究発表等の実施を予定して
いたため、それに向けて本校との姉妹校協
定締結について申し出があり、同年 8 月
29 日に協定書を交わした。2016 年 8
月に締結期間を 5 年延長。

特別支援学校関係での中国との交流は、まだ
十分とは言えず、この交流が実現すれば、今
後のこの分野における教育の充実の基礎とな
ることが期待される。

・自閉症児への指導方法、指
導内容等にかかわって、研修
交流及び研究にかかわる指導
助言。

予定なし 達敏学校の教育実践の様子を
視察するとともに、実践研究
について交流し、必要に応じ
て指導助言する予定。また
2012 年度の達敏学校を会
場として行われた研究会に参
加した。

2012 年度は訪中して達敏
学校の授業参観や研究会の具
体化を計画したが、日中関係
の悪化によって見合わせた。
ただし、日常的にカンファレ
ンスなどの実績ができるよ
う、通信環境や機材の整備を
行った。訪日した校長や副校
長と今後の交流の在り方に関
す る 意 見 交 換 を 行 っ た。
2017、2018 年度と 2 回
に分け、達敏学校の全教員の
研修を受け入れた。

中華人民共和国
江蘇省蘇州工業園区
仁愛学校

2014.9.28 2014.9.28 ～
2019.9.27

・教員間の教育実践
研究

・日中間の文化交流を深
め、両国の特別支援教育
領域の促進を図るため。

2014 年 1 月、副校長と小学部主事およ
び幼稚部教諭の 3 名で中国江蘇省蘇州工
業園区仁愛学校の求めに応じ視察を行っ
た。その後、立命館大学に留学予定のある
教員が本校の実践研究協議会に参加した。
同校の校長や教員から、本校への教員派
遣・研修の実施の要望があり、2014 年
9 月の 2 度目の視察の際に日中自閉児教
育研究会を同校にて実施するともに、本校
との姉妹校協定締結を行った。

中国は近年自閉児教育の充実に力点を置いて
いて、日本の教育的支援を強く希望してい
る。両国の自閉症を中心とした特別支援教育
の発展に向けて本校が貢献できるよい機会と
なる。

・自閉症児への指導方法、指
導内容等にかかわって、研修
交流及び研究にかかわる指導
助言。2015 年以降は、本
校の公開授業の動画データな
どを用いて、skype による
ケースカンファレンスや授業
研究会などを定期的に行って
いる。

本校のきらきらコンサート、
運動会などの催しを skype
にて配信し、児童間の交流も
行う予定である。

定期的に同校から教員の派遣
を受け入れ、本校において研
修を行う予定である。
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締結・更新の記録

年　　　度 学　校　名 新規／更新 相手校・機関

平成 21（2009）年度以前

附属中学校 新規 北京師範大学第二附属高校（中華人民共和国）

附属高等学校 新規 〃

附属駒場中・高等学校 新規 〃

附属聴覚特別支援学校 更新 国立パリ聾学校（フランス共和国）

附属大塚特別支援学校 終了 大邱大学校大邱保明学校（大韓民国）

附属桐が丘特別支援学校 新規 三育再活学校（大韓民国）

平成 22（2010）年度 附属坂戸高等学校 更新審議中 ボゴール農科大学附属コルニタ高等学校（インドネシア共和国）

平成 23（2011）年度

附属中学校 更新 北京師範大学第二附属高校（中華人民共和国）

附属高校 更新 〃

附属駒場中・高等学校 更新 〃

附属久里浜特別支援学校 新規 浙江省寧波市達敏学校（中華人民共和国）

平成 24（2012）年度 附属坂戸高等学校 更新審議中 林業省附属林業教育センター（インドネシア共和国）

平成 26（2014）年度
附属桐が丘特別支援学校 更新 セロム学校（旧三育再活学校）（大韓民国）

附属久里浜特別支援学校 新規 江蘇省蘇州工業園区仁愛学校（中華人民共和国）

平成 27（2015）年度

附属駒場中・高等学校 更新 国立台中第一高級中学（中華民国（台湾））

附属坂戸高等学校 更新 ボゴール農科大学附属コルニタ高等学校（インドネシア共和国）

〃 終了 国立パダン第 6 高等学校（インドネシア共和国）

附属聴覚特別支援学校 更新 国立パリ聾学校（フランス共和国）

〃 新規 国立ソウル聾学校（大韓民国）

平成 28（2016）年度

附属小学校 新規 光州松源書等学校（大韓民国）

附属坂戸高等学校 新規 フィリピン大学附属ルーラル高等学校（フィリピン共和国）

附属桐が丘特別支援学校 新規 国立和美実験学校（台湾）

附属久里浜特別支援学校 更新 浙江省寧波市達敏学校（中華人民共和国）

平成 29（2017）年度

〃 新規 国立南投特殊教育学校（台湾）

附属坂戸高等学校 新規 カセサート大学附属高等学校（タイ）

附属大塚特別支援学校 終了 チパガンティ特別支援学校（インドネシア共和国）

平成 30（2018）年度
附属桐が丘特別支援学校 更新 社会福祉法人 SRC 附属広州セロム学校（旧セロム学校）（大韓民国）

附属聴覚特別支援学校 更新 国立ソウル聾学校（大韓民国）

令和元（2019）年度 附属視覚特別支援学校 新規 タイ視覚障害者支援クリスチャン財団及び財団管理下の盲学校、視覚
障害関連教育・福祉施設
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（資料）報告書発行の記録

第１集（2007 ～ 2008 年度）� 2009 年２月発行
 国際教育が学校教育を豊かにする
   ～附属学校の「国際教育拠点」構想に関わって～

第２集（2009 ～ 2010 年度）� 2011 年７月発行
 国際教育が学校教育を豊かにする
   ～附属学校の「国際教育拠点」構想実現のために～

第３集（2011 年度）� 2012 年３月発行
 国際教育が学校教育を豊かにする
   ～附属学校の「国際教育拠点」構想実現のために～

第４集（2012 年度）� 2013 年３月発行
 新たな国際教育の展開
   ～附属学校の「国際教育拠点」構想実現のために～

第５集（2013 年度）� 2014 年３月発行
 附属学校の「国際教育拠点」活動の新たな展開
   ～グローバル人材の育成を目指して～

第６集（2014 年度）� 2015 年３月発行
 附属学校の「国際教育拠点」活動の新たな展開
   ～グローバル人材育成の充実を目指して～

第７集（2015 年度）� 2016 年３月発行
 附属学校の「国際教育拠点」活動の新たな展開
   ～ダイバーシティ共生社会を創る人材育成の発展を目指して～

第８集（2016 年度）� 2017 年３月発行
 附属学校群の国際教育の推進

第９集（2017 年度）� 2018 年３月発行
 附属学校群の国際教育の推進

第 10 集（2018 年度）� 2019 年３月発行
 附属学校群の国際教育の推進

第 11 集（2019 年度）� 2020 年３月発行
 附属学校群の国際教育の推進

第 12 集（2020 年度）� 2021 年３月発行
 附属学校群の国際教育の推進
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令和２年度附属学校国際教育推進委員会名簿

委員長   濱本 悟志    教育局教授・次長

      雷坂 浩之    教育局教授・教育長補佐

      下山 直人    教育局・教授

      木村 範子    教育局・講師

      荒井 穂菜美   教育局・特任助教

      飯田 順子    教育局・准教授

      鷲見 辰美    附属小学校

      和田 亜矢子   附属中学校

      勝田 仁之    附属高等学校

      八宮 孝夫    附属駒場中・高等学校

      建元 喜寿    附属坂戸高等学校

      青松 利明    附属視覚特別支援学校

      鎌田 ルリ子   附属聴覚特別支援学校

      仲野 みこ    附属大塚特別支援学校

      小泉  清    附属桐が丘特別支援学校

      石川 千尋    附属久里浜特別支援学校


